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令和７年度 宮前区地域デザイン会議資料

テーマ：「アートでつながる宮前区」

資料３



地域デザイン会議とは？
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 地域デザイン会議は、区民の方々に「区における行政への参加」の機会を広げ、多様な意見をいただきな
がら、地域課題の解決につなげていくための取組

 「区民会議」に替わる新しい参加の場として、令和3〜5年度まで試行実施を踏まえ令和6年度から本格実施
 令和3・4年度は「公共施設の地域化」、令和5年度は「公園の落ち葉の活用」、令和6年度は「前向きな終
活を地域のみんなで考える」をテーマに意見交換を実施

＜機能によるイメージ＞

区民会議
【附属機関】

「区における行政への参加」の機能
(意見交換・議論し、実践する場)

「参加と協働による地域課題
の解決」の機能
(実践の場)

連 携

地域デザイン会議

〇行政

ソーシャルデザイン
センター

(みやまえBASE)

・コーディネート機能
・まちのひろば支援
・人材育成など

多様な
主体

まちの
ひろば

まちの
ひろば

多様な
主体

区民

区民

区民

〇地域コミュニティ
（区域・地域レベルの「新たなしくみ」）

試行期間（令和3〜5年度）を経て
令和6年度から本格実施

平成18年度〜平成30年度

「これからのコミュニティ施策の基本的な考え方」
（平成31年3月策定）

社会が複雑化する将
来に、自分らしく、
幸せに暮らせる地域
社会の実現を目指せ
るよう、川崎市とし
ての考えをまとめた
もの。

令和5年5月〜

・「区における行政へ
の参加」

・「参加と協働による
地域課題の解決」

2つの機能



本日の会議の流れ
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（１） アートでつながる宮前区をテーマとした理由等

（２） 区内のアートの取組事例について

（３）【意見交換①】 アートの魅力・すばらしさ

（４）【意見交換②】 アートの可能性

（５）【意見交換③】アートを展示する場所の可能性

（６） 今後の予定



本日の会議の内容 （１）
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（１） アートでつながる宮前区をテーマとした理由等（１） アートでつながる宮前区をテーマとした理由等

（２） 区内のアートの取組事例について

（３）【意見交換①】 アートの魅力・すばらしさ

（４）【意見交換②】 アートの可能性

（５）【意見交換③】アートを展示する場所の可能性

（６） 今後の予定

✓



川崎市の取組「アート・フォー・オール」
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川崎市には、地域に根差した多様な文化やミューザ川崎シンフォニーホールや藤子・Ｆ・
不二雄ミュージアムなど文化芸術資源が豊富に存在しています。
こうした資源を活用しながら、川崎のまち全体をフィールドとして、文化芸術を介して多
様な人々を結びつけ、アートが有するさまざまな価値や魅力により、コミュニティを形成
することで、誰もが文化芸術に触れ参加できる環境づくり「アート・フォー・オール」の
実現に向けて、取組を進めています。



アートコミュニティ形成プロジェクト「こと！こと？かわさき」
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「こと！こと？かわさき」は、東京藝術大学と連携し、アートフォーオールの実現に向けて、川崎
のまち全体をフィールドとし、アート（文化芸術）を介して、人と人、人と場所、人とモノの間に
「こと」を生み出し、人々がつながり合う「アートコミュニティ」を育むプロジェクトです。
「こと！こと？かわさき」の主体となるのは、アートコミュニケータ（愛称「ことラー」）で、ア
ートを介して「こと」を起こす人々です。様々な背景や興味関心を持つ人々が集い、対話を重ねる
ことから活動が始まります。ことラーは、会社員や学生、フリーランサー、専業主婦、退職後の方
など、多彩な人々で構成され、活動は3年間。その後は、プロジェクトの外へコミュニティの輪を
広げ、市内各所で「アートで人々がつながっているまち」をつくっていくことを期待しています。

「こと︕こと︖かわさき」の主体となるアートコミュニケータ（愛称「ことラー」）

「文化施設の所蔵作品や展示、パブリック
アート、伝統芸能、ストリートカルチャーなど、
人々の営みのなかで作られ残してきたもの
や、これからも大切にしていきたいモノやコトを
介してコミュニケーションを起こしていきます。

・市内の文化芸術資源を巡るプログラム
・作品を通して多様な人と視点を共有し合う
鑑賞プログラム
・市民ミュージアムの活動と連携したプログラム
・医療や福祉とコラボレーションしたプログラム



宮前区における文筆家・芸術家・芸能家の数（政令指定都市のみ）
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総務省統計局が実施している「就業構造基本調査」における文筆家・芸術家・芸能家の数
に関して、宮前区は政令指定都市の行政区の中で、2010年度には3,480人で上位から3番目
、2015年度にも3,570人で上位から3番目、2020年度には中原区、高津区に抜かれたものの
、4,060人で上位から5番目となっており、政令指定都市の中では、クリエイティブな活動
をしている方は多い傾向にあります。

2010年度

政令市の上位から3番目（3,480人）

2015年度 2020年度

出典）就業構造基本調査（総務省統計局）

政令市の上位から3番目（3,570人） 政令市の上位から5番目（4,060人）



アートなどの活動や発表する場所について
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アートフォーオールかわさきのホームページに掲載されている、アート等の活動や発表す
る場所に関して、現時点で宮前区における場所の掲載がないなど、クリエイティブな活動
をしている方が多い一方で、市民館の区民ギャラリーなどの公共施設を除くと、活動・発
表する代表的な場所が少ない状況にあります。

※現時点で宮前区における代表的な
活動・発表の場の掲載がない状況

「アート・フォー・オールかわさき」のHP



宮前区ソーシャルデザインセンター「みやまえBASE」がアイデアのきっかけ
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 こうした課題は、地元でゆるくつながる交流の場である宮前区ソーシャルデザインセンタ
ー「みやまえBASE」においても課題として提起され、個人で美術作品を展示する場所がほ
しいというアイデアが出される中、鷺沼駅前のシェアオフィスを活用した、スピンオフ企
画が実施されました。

鷺沼駅前のシェア
オフィスを活用→

↓掲示されたアイデア

アイデア
を形に
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 スピンオフ企画として、昨年6月27日から7月3日まで、駅前のシェアオフィスにて、宮前区
で活動しているアーティストの作品を展示し、期間中に延べ約300人の方が来場しました。

宮前区ソーシャルデザインセンター「みやまえBASE」を契機としたスピンオフ企画
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 昨年11月30日(土)に開催した「みやまえBASE」においても、一部のアーティストの方に参加いた
だきながら、ワークショップ等を通じて、アーティストと来場者がつながる企画を実施しました。

みやまえBASEの企画ともコラボし交流を目的としたマルシェ
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 憩いの場として利用されている区役所市民広場のベンチを、市制100周年記念として昨年8月にリ
ニューアルしました。リニューアルにあたっては、地元アーティストの京森康平さんに協力いた
だきワークショップを開催して、区役所近隣の小学校の児童にアート体験をしてもらいながら製
作しました。

宮前区役所市民広場への100周年を記念したベンチの設置

↑元々市民広場にあったベンチ

↑地元の小学生とアーティストが共同で装飾



令和７年度地域デザイン会議のテーマについて
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 前述のスライドのとおり、宮前区には、アーティストとして活動している区民
が多い一方、こうした活動や作品を発表する場所が少ないことが課題になって
おり、宮前区ソーシャルデザインセンター「みやまえBASE」の場においても
課題として提起され、区内でアートの活動をしている方々が空きスペースを活
用し、自身の作品を展示する「さぎ沼アート展」が開催されるなど、来場者と
アートを通じた新たなつながりが生まれました。こうしたアートの可能性に期
待し、今年度の地域デザイン会議のテーマを「アートでつながる宮前区」とし
ました。

 また、今年度には、区内の団体等が情報発信者として、主体的に区の魅力を発
信する提案事業（宮前区市民提案型総合情報発信事業）において、宮前区役所
をアートの発表の場として活用しいく提案が区民から出され、取り組んでいく
予定であることから、本日の議論を踏まえ、今後アートを展示する場所として
、区役所等の公共施設の活用をきっかけに、区内のカフェ等の店舗に広げるな
ど、アーティストの活動の場の確保と区民がアートに触れる機会を増やし、ア
ートを通じて様々な人がつながるまちをめざしていきたいと考えておりますの
で、ぜひ忌憚のない意見交換について御協力ください。



本日の会議の内容 （２）
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（１） アートでつながる宮前区をテーマとした理由等

（２） 区内のアートの取組事例について（２） 区内のアートの取組事例について

（３）【意見交換①】 アートの魅力・すばらしさ

（４）【意見交換②】 アートの可能性

（５）【意見交換③】アートを展示する場所の可能性

（６） 今後の予定

✓



区内のアートの取組事例の紹介について
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安藤 尚美さん

（イラストレーター／グラフィックデザイナー）

発表者

 安藤さんが取り組まれているについて、アートに関連する取組について、説明
をお願いします。



本日の会議の内容 （３）
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（１） アートでつながる宮前区をテーマとした理由等

（２） 区内のアートの取組事例について

（３）【意見交換①】 アートの魅力・すばらしさ（３）【意見交換①】 アートの魅力・すばらしさ

（４）【意見交換②】 アートの可能性

（５）【意見交換③】アートを展示する場所の可能性

（６） 今後の予定

✓



【意見交換①】 アートの魅力・すばらしさ
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 アートに関係する取組等を実施されてきた皆様に、これまでのアートを通じて
体験し感じた「魅力」や「すばらしさ」等について、御自身が体験したエピソ
ード等を踏まえて、御発言いただけると幸いです。



本日の会議の内容 （４）
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（１） アートでつながる宮前区をテーマとした理由等

（２） 区内のアートの取組事例について

（３）【意見交換①】 アートの魅力・すばらしさ

（４）【意見交換②】 アートの可能性（４）【意見交換②】 アートの可能性

（５）【意見交換③】アートを展示する場所の可能性

（６） 今後の予定

✓



【意見交換②】 アートの可能性について
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 アートの魅力等については、意見交換①でさまざまな御意見をいただいたところで
すが、これまでのみやまえＢＡＳＥを契機としたアートに関連する取組についても
、「アート×マルシェ」など、アートが人と人をつなげるコミュニケーションツー
ルになるなど、その可能性を感じたところです。

 こうしたアートの可能性をさらに広げ、今後の取組のヒントとするため、「アート
×○○」として、コラボレーションが可能なアイデアをぜひ皆様にご提案いただき
たいと考えています。

 つきましては、以下の流れに従って、作業をお願いします。

 「アート」と掛け合わせることで、相乗効果
が生まれる可能性がある「○○」について、
思いつくまま、お手元の付箋(黄色)に自由に記
載してください。また、その理由や内容等を
簡単に記載してください。

 みなさんに記載いただいた付箋を一旦説明い
ただき、前に貼り出したあとに、意見交換さ
せていただければと思います。

アート×〇〇
○○とコラボする
ことで○○なこと
が実現できる

作業の流れ



本日の会議の内容 （５）
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（１） アートでつながる宮前区をテーマとした理由等

（２） 区内のアートの取組事例について

（３）【意見交換①】 アートの魅力・すばらしさ

（４）【意見交換②】 アートの可能性

（５）【意見交換③】アートを展示する場所の可能性

（６） 今後の予定

✓



区役所を活用したアートに関する取組の紹介について
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安藤 尚美さん

（イラストレーター／グラフィックデザイナー）

発表者

 今年度の宮前区市民提案型総合情報発信事業として採択された、宮前区役所を
アートの発表の場として活用していく取組について、安藤さんから説明をお願
いします。



【意見交換③】アートを展示する場所の可能性
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 安藤さんから事例発表いただいた、区役所をアートの発表の場として活用する
取組をきっかけに、今後区内のカフェ等の民間の施設にアートを展示する場所
を広げることで、アーティストの活動の場の確保と区民がアートに触れる機会
を増やし、アートを通じて様々な人がつながるまちをめざしていきたいと考え
ております。

 ついては、アートを展示する場所を公共施設以外に広げていくためには、どの
ようなことが必要か、また、それに向けた課題などについて、皆様から御意見
をください。



本日の会議の内容 （６）
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（１） アートでつながる宮前区をテーマとした理由等

（２） 区内のアートの取組事例について

（３）【意見交換①】 アートの魅力・すばらしさ

（４）【意見交換②】 アートの可能性

（５）【意見交換③】アートを展示する場所の可能性

（６） 今後の予定



市長と直接対話する「車座集会」の開催について
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本日の会議等の実施を踏まえて、令和7年9月６日(土)10時〜12時(予定)に同じテー
マで、市長が市民の皆様と直接対話をする「車座集会」を開催します。
アートの魅力やアートを展示する場所の可能性などについて、より掘り下げた意見
交換等を行いたいと考えていますので、ぜひ御参加ください。

↑昨年度の車座集会の様子→


